
サ－バ－ル－ム冷却プランの省エネ性能試算

（A）従来方式：
床置ダクト接続パッケ－ジヒートポンプユニット方式

（B）ハイブリッドクーリング方式：
間接蒸発冷却空調機（クライメイトウイザ－ド CW）を
メイン冷却装置として使用し、不足分能力を
パッケ－ジ空調機でカバ－する方式
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ｻ-ﾊﾞ-ﾙ-ﾑ冷却ﾌﾟﾗﾝの省エネ性能試算

40.8
40.8

ｻ-ﾊﾞ-ﾓﾃﾞﾙ:
消費電力 :
所要冷却能力:
内蔵ﾌｧﾝ風量： 7,520

設計ｻ-ﾊﾞ-室内温度（ｻ-ﾊﾞ-吸込空気温度）  25DB/50%RH
(A) ﾌﾟﾗﾝ-A  : 従来方式:

ASHRAE A1推奨ｿﾞ-ﾝ

床置ﾀﾞｸﾄ接続ﾊﾟｯｹ-ｼﾞﾋ-ﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ（Pac）　ｘ　3　台設置 ( 2台常時運転+1台ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ）
標準冷却能力 SH/TH : 18/25 kW/台
標準消費電力 :　7.75  kW/台（室内機ﾌｧﾝ出力　1.52 kW）
※室内空気循環回数（ACH）をｷ-ﾌﾟするためﾌｧﾝは常時標準風量で運転

Fig-1 ﾌﾟﾗﾝ-A　従来方式機器配置想定図

NVIDIA DGH 100 
10.2 kW/台
 10.2 kW/台 

1,880 m3/h/台

設置台数　　　4台
kW
kW

m3/h

標準風量 :4,800 m3/h/台

Jﾊﾟｼﾌｨｯｸｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ株式会社　2024-5

ｻ-ﾊﾞ-諸元

試算結果︓ﾌﾟﾗﾝ-B: ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｸｰﾘﾝｸﾞ方式（特殊間接蒸発冷却空調機+ﾊﾟｯｹ-ｼﾞ空調機併用）を採
用することによって、ﾌﾟﾗﾝ-A︓従来方式（ﾊﾟｯｹ-ｼﾞ空調機のみを使用）と比べると年間運転動力
は約60％減少する。
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Fig-2  Plan-B :ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｸ-ﾘﾝｸﾞ方式機器配置想定図
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B.直接蒸発冷却熱交換器（DEC）
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(B) Plan-B :  ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｸ-ﾘﾝｸﾞ方式（ＣＷをﾒｲﾝ空調機として使用し、不足分能力をPacでｶﾊﾞ-する方式）

( Fig-2参照)

 夏季冷却運転（4月～9月）

ｸﾗｲﾒｲﾄｳｲｻﾞ-ﾄﾞ間接蒸発冷却空調機 CW-H15S Plus （CW）x 1 台
2.2 kW

20/40 kW　（ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛ-ﾝ冷却時/外気予冷時）

( Fig-3 ｸﾗｲﾒｲﾄｳｲｻﾞ-ﾄﾞの冷却の仕組み参照） 
標準消費電力 : 
標準冷却能力 :　　　
標準風量 : 4,800 m3/h

夏季ﾋﾟ-ｸ時　  OA 2,060 m3/h 34.8DB/25.8WB ASHRAE TAC-2% :東京外気条件

（空気線図S-1）RA 4,800 m3/h 37.5DB/21.8WB
 CW入口空気（OA,RA混合空気） 6,860 m3/h 36.7DB/23.0WB
(1) 夏季冷却時は、間接蒸発冷却熱交換器のみに給水して顕熱冷却
(2) CW出口給気状態 : 24/19.1 DB/WB SH=22kW
(3) Pacで 18.8kW冷却して、総顕熱冷却能力は 40.8kW
(4) 上昇湿分量は (7.5kW潜熱相当分)は、併用運転しているPacで除湿して、室内湿度を50％にｷ-ﾌﾟする。

(Pacの全熱負荷：26.3 kW）
※ Pacのみによる循環運転（Plan-A）では、冷却と同時に減湿されるので、加湿をしなければ湿度を 50% RH
にｷ-ﾌﾟするのは困難.

床置ﾀﾞｸﾄ接続ﾊﾟｯｹ-ｼﾞﾋ-ﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ（Pac）ｘ　2　台設置 ( 1台常時運転+1台ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ） 
標準冷却能力 SH/TH : 18/25 kW/台
標準消費電力 :　7.75  kW/台（室内機ﾌｧﾝ出力　1.52 kW）
※室内空気循環回数（ACH）をｷ-ﾌﾟするためﾌｧﾝは常時標準風量で運転

標準風量 :4,800 m3/h/台
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(1) CW出口空気状態は、17.5/16 DB/WB, 86%RH　：SH=33kW
(2) Pacで 7.8kW冷却して、総顕熱能力は、40.8 kW
(3)(3) CWによる冷却加湿に伴い、湿分が増加するため湿度を50％にｷ-ﾌﾟするために、Pacによって減湿（3kW潜熱相当
分）する。     ( Pacの全熱負荷 10.8kW)

W-1(直接蒸発冷却-冷却加湿ﾓ-ﾄﾞ運転） 空気は、直接蒸発熱交換器（DECHEX）で冷却され

 冬季冷却運転　（10月～3月）主に直接蒸発冷却熱交換器（DECHEX）のみに給水してして冷却加湿ﾓ-ﾄﾞ運転

(空気線図　W-1 )
冬季ﾋﾟ-ｸ時   OA 2,060 m3/h

RA 4,800 m3/h
 CW入口空気（OA,RA混合空気） 6,860 m3/h

-1.2DB/-5.6WB,x=0.0013kg/kg',
37.5DB/21.8WB
26/16 DB/WB
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 冬季冷却運転　（10月～3月）その他の運転ﾓ-ﾄﾞの検討（参考）

RA 4,800 m3/h
 CW入口空気（OA,RA混合空気） 6,860 m3/h

冬季ﾋﾟ-ｸ時   OA 2,060 m3/h - 1.2DB/-5.6WB,x=0.0013kg/kg',
37.5DB/21.8WB
26/16 DB/WB

W-2  (間接蒸発冷却熱交換器のみに給水してして顕熱冷却　)    (空気線図 W-2)
(1) CW出口給気状態：17.1/12.6 DB/WB, 60%RH    SH=34kW
(2) Pacで 6.8kW冷却して、総顕熱冷却能力は 40.8 kW
(3) 室内湿度を50％にｷ-ﾌﾟするために、加湿 ( 11kW 潜熱相当分）が必要

W-3  (間接蒸発冷却熱交換器によって顕熱冷却した空気（W-2）をさらに直接蒸発冷却熱交換器によって冷却加湿 )（空気線図 W-3)

(1) W-2で冷却した空気 (17.1/12.6 DB/WB)を直接蒸発冷却熱交換器でさらに13.8/12.6 DB/WB 87%RHまで冷却加湿　SH=40kW
(2) Pacで 0.8kW冷却して、総顕熱冷却能力は 40.8kW
(3) 室内湿度を50％にｷ-ﾌﾟするために、加湿 ( 5.5kW 潜熱相当分)が必要

※機器の特性上、再加湿が困難なため、冬季は主としてW-1　冷却加湿ﾓ-ﾄﾞ運転になります。
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設計条件と想定

　　CW-冷却性能 

　給気温度 °C 　　出現時間数 

14-16 10

16-18 221

18-20 484

20-22 798

22-24 1660

24-26 1199

26-28 21

 Plan-A:従来Pac方式,Plan-B:ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ方式 における、年間冷却に要するｴﾈﾙｷﾞ-消費量の比較
（ｵ-ｽﾄﾗﾘｱSeeley社試算）

ACPH（室内空気循環回数）をｷ-ﾌﾟするために、Pac, CW共常時、それぞれ標準風量4,800m3/hで運転.

設置場所: 東京(年中24時間運転 )
夏季: 　4月-9月
冬季：10月-3月
設計室内温度: 25 °C / 50%
ｻ-ﾊﾞ-室からのRA空気条件： 37.5 °C DB / 21.8 °C WB
(CW,Pac 給気量 4,800m3/h x 2=9,600m3/h)

熱負荷と機器：

顕熱負荷: 40.8 kW（一定）
Pac能力: 25 kW ( 18 kW SH / 7 kW LH ) - 4,800 m3/h 
CW-H15S Plus: 20 / 40 kW ( ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛ-ﾝ/外気予冷時） - 4,800 m3/h

夏季運転時
総運転時間数: 4,393 時間

(1) このﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ方式では、CWがﾒｲﾝ空調機として運転され、年中標準ﾌｧﾝｽﾋﾟ-ﾄﾞ2.2kWの消費電力で運転.

(2) 併用するPacは、CWの不足分顕熱能力SH (40.8kW- SHcw)と減湿能力をｶﾊﾞ-する.

(3) Pacの部分負荷時の消費電力は、COP=2.6として比例計算して算出.
(4) Pacによる冷却が不要（CWの能力が40.8kW以上の場合）の場合でも、ACPHをｷ-ﾌﾟするためにﾌｧﾝのみ風量4,800m3/h
で年中運転.

(5)入口空気条件37.5℃DB./21.8WB.の場合のPacの消費電力は、標準時（27DB./19WB.）の15％ｱｯﾌﾟの 8.9kW
(7.75ｘ1.15＝8.9）とし、ﾌｧﾝのみの消費電力は1.52kWとした.
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入力 kW 　　運転時間数

2.2 4,393

入力 kW 　　運転時間数

2.1-8.9 4,393

Note: Pacﾕﾆｯﾄが一定の入力8.9kWで運転されるとすると
電力消費量は 8.9 x 4,393 = 39,098 kWh

総運転時間数: 4,367 hrs

給気温度 °C 出現時間数 
12-14 139

14-16 1,349

16-18 1,259

18-20 920

20-22 588

22-24 112

入力 kW 　運転時間数

2.2 4,367

入力 kW 運転時間数 

1.5-7.2 4,367

 Note: Pacﾕﾆｯﾄが一定の入力8.9kWで運転されるとすると
電力消費量は 8.9 x 4,367 = 38,866 kWh

 Plan-A：(Pacx2)とPlan-B：(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞCWx1+Pacx1）の年間消費電力量の比較
夏季 (kWh)

Plan-A 39,098x2=78,196
Plan-B 9,664+31,897=41,561 (%)

節減量 A-B 36,635 60.4

CW- 冷却性能 

　　電力消費量 (kWh)

CW- 消費電力 

9,607

Pac ﾕﾆｯﾄ- 消費電力

　消費電力量 (kWh)

10,649

9,664

Pac ﾕﾆｯﾄ-消費電力

　　電力消費量 (kWh)

31,897

冬季運転時:

　　消費電力量 (kWh)

CW- 消費電力 

61,817
94,111

節減率
38,866x2=77,732

9,607+10,649=20,256
57,476

合計 (kWh)
155,928

冬季 (kWh)
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